
第 234 回 コミュニケーション・プラザ 

 

日時：令和元年 5 月 23 日（木）13:30～17:00 

場所：一般財団法人ベターリビング会議室 

東京都千代田区富士見 2-7-2 ステージビルディング７F 

企画：国土交通省 

司会：国土交通省住宅局市街地建築課長 田中 敬三 

 

「住み継がれる住宅地へ」 

 

高度成長期を中心に都市圏への人口集中への対応のため整備されてきた郊外住宅

地は、自然環境に恵まれるとともにインフラが充実し、後世に残すべき優良な社会的

資産です。 

一方で、多くの郊外住宅地においては、同時期に入居した居住者が一斉に高齢化し、

地域コミュニティの停滞、買い物や公共交通の利便性低下などの課題が顕在化すると

ともに、若者・子育て世帯等の転入が進まず、住宅地としての持続可能性に懸念が生

じています。 

 郊外住宅地は、高齢者から若者まですべての人々にとって、安心して暮らし、活躍

できる空間として再生されることにより、現在の居住者が住み続けられるだけでなく、

次の世代にも住み継がれる場となるはずです。 

 今回のコミュニケーション・プラザでは、様々な立場の方々とともに、戸建てを中

心とする郊外住宅地を、住み継がれる住宅地として再生するためのヒントを探ります。 

 

１. 司会挨拶 13:30～13:35 

２. 「住みこなせる町をつくる」 

大月 敏雄 東京大学大学院工学系研究科教授 

13:35～14:20 

３. 「横浜市の郊外住宅地」 

磐村 信哉 横浜市都市整備局地域まちづくり課長 

14:20～15:05 

  

   ～ 休憩 ～ 

 

 

４. 「大和ハウスの団地再生 ～ Livness Town Project ～」 

脇濱 直樹 大和ハウス工業株式会社大阪都市開発部次長 

15:20～16:05 

５. 「まちづくり×愛着の実現に向けたエリア活性化の取組み」 

石川 敦己 小田急不動産株式会社経営企画部ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 

16:05～16:50 

６.  質疑応答 16:50～17:00 

 



一般財団法人住宅産業研修財団ＣＰ事務局 行き 

 

第２３４回 コミュニケーション・プラザ 

 

ご出席       ご欠席 

（どちらかに○をおつけください） 

御社名 ：                        

 部 署 ：                        

 お役職 ：           電話番号：        

 ご氏名 ：                        

   ＊2 名以上のご参加の場合、下記にご記入下さい。 

部 署 お役職 ご氏名 

   

   

   

●出欠はこの用紙にご記入の上 FAX いただくか、info@jaho.or.jp にご出席の方の 

部署・お名前をご記載いただきお送りくださいませ。 

●準備の都合上、5 月 17 日（金）までにご返信下さい。 

 

ＦＡＸ：０３－６２７３－２５９５ 



5/23㈭ 一般財団法人住宅産業研修財団『コミュニケーション・プラザ』会場 

 

 

一般財団法人ベターリビング 案内図 

 

 

〒102-0071 東京都千代田区富士見２－７－２ ステージビルディング７Ｆ 

（ビルへの入口は２階です。） 
 

 


